
令 和

　

４

　

年 度 事 業 報 告
（目：令和４年５月１日

　

～ 至：令和５年４月３０日）

１． 一般概況

　　

令和４年度における本県の青果物の生産概況については、消雪の遅れからは種

　

等の作業は平年よりやや遅れたもののその後好天が続いたことから、各品目の初

　

期生育は概ね順調であったが、 ８月に大雨災害が発生し、 県内各地において野

　

菜・果樹ともに甚大な被害を受けた。

　　

このように、 近年は天候不順による青果物の価格変動が大きくなっており、 ま

　

た、生産・流通面で深刻化する労働力不足を始め、不安定な国際情勢の長期化や

　

円安による資材費・光熱費の高騰など、農業を取り巻く環境は依然として厳しい

　

状況が続いている。

　　

当協会では、 国及び県の支援施策の積極的な推進と情報収集を図るとともに、

　

農産物の生産・出荷と価格の安定化による生産者の経営安定を下支えするセーフ

　

ティーネットとしての野菜・花きの価格安定対策や、果樹の生産基盤整備支援対

　

策等の適正かつ円滑な実施に努め、また、公益法人として透明性の高い協会運営

　

と公共性の高い事業の推進に取組んだ。

◆ 補給金等の交付状況について

１． 野菜・花き事業

　

野菜は、８月の大雨被害の影響で下位等級品の発生率が高く流通量が減少
したことなどから、 全般的に堅調な販売となった。

　

花きは、円安による輸入量の減小や天候不順、 作付け転換などで流通量が
減少したことから、 安定した販売となった。

　

全国的に野菜・花きともに流通量が少なかったことや、 コロナ禍の収束感
が高まり業務用を中心に需要が回復傾向となったことなどから、総体的に堅
調な販売環境となり、補給金等の交付額は前年を大幅に下回った。

２． 果実事業

　

主力のりんごにおいて、 春先の気温が高めに推移したことからふじの開花
が４月２９日（りんご研究所） と平年より８日早まり初期生育が平年を大き
く上回り、気象変動が大きい条件下であったが順調に肥大した。品質面では、
概ね良好に仕上がり、 順調な価格での販売となった。

　

なお、青森県りんご緊急需給調整対策事業は、在庫数量が補てん金交付基
準に該当しなかったことから事業の発動がなかった。

　

一方、 ８月 ３日から続く大雨により岩木川流域のりんご園において樹冠浸
水の被害が発生したため、果樹経営支援対策事業は、整備事業、先導事業及
び未収益事業に加え、 災害対策事業として大雨対応果樹産地緊急支援事業を
実施することになり、 補助金額が前年を大きく上回った。

３． 補給金等交付額

　　

野菜・花き事業

　　

約１億４千９百万円 （前年比４０％）

　　

果実事業

　　　　　

約８億５千４百万円 （前年比１６１％）

　　

総

　　

額

　　　　　

約１０億３百万円

（前年より１億１百万円多い／前年比１１１％）



ロ． 事業別概要

１． 野菜・花き振興に関する事業

（１）価格差補給金等交付事業

　　

野菜・花きの価格変動が生産者の経営に及ぼす影響を緩和するため、野菜・

　

花きの生産出荷の安定と価格の安定を目的とした事業となっている。

　　

国、独立行政法人農畜産業振興機構（以下「機構」という。）及び青森県の

　

指導のもと、全農、ＪＡ、大規模生産者、市町村等関係機関との緊密な連携に

　

よる制度内容の周知徹底を図り、供給計画と出荷見込みに即した適正な交付予

　

約数量確保のため個別ヒアリングを行うとともに、迅速かつ円滑な補給金の交

　

付に努めた。

ア． 実施事業名

　

指定野菜価格安定対策事業、契約指定野菜安定供給事業、

　

特定野菜等供給産地育成価格差補給事業、契約特定野菜等安定供給事業、

　

県単野菜・花き価格安定対策事業

イ． 交付予約申込数量及び出荷実績

　

令和４年度の交付予約申込数量は、 ５事業合計で、 野菜が前年度から
１，３４６トン減の７８，２０３トン （前年比９８．３％）、 花きが前年度から４３５千本減

の１，７６８千本 （前年比８０．３％） となった。

　

主な品目では、 だいこん１６，９９０トン （前年比９６，６％）、 ながいも１５，５９９

　

トン （前年比９８．０％）、 にんじん１０，５５５トン （前年比９８．０％）、 ごぼう

９，３７７トン（前年比１０４，２％）、 トマ ト７，１９１トン（前年比９４．３％）等となった。

　

出荷実績は、前年に比べながいも３，７８２トン、 ごぼう１，７３０トンなどが増と

なったものの、 だいこん４，１９１トン、 にんじん４，２１０トン、 トマ ト１，１６７トン

などが減となり、 全体では野菜５，６１５トン、 花き２２２千本の減となった。

事業名
令和４年度 令和３年度 差引 対比
申込数量
①
出荷実績
②
申込数量
③
出荷実績
④ ①－③ ②－④ ①／③ ②／④

指定野菜 ４１，６８１ ３４，１８７ ４２，６４０ ４３，７９５ △９５９ △９，６０８ ９７．８ ７８．１

契約指定 ６０ ５７ ３５ ６ ２５ ５１ １７１．４ ９５０，Ｏ

特定野菜 ３３，５０１ ３６，５３４ ３４，１５９ ３３，４３０ △６５８ ３，１０４ ９８．Ｉ １０９，３

契約特定 ６１５ １，８１６ ２５０ ２６１ ３６５ １，５５５ ２４６．Ｏ ６９５．８

県

　

単

野 菜 ２，３４６ １，８０３ ２，４６５ ２，５２０ △１１９ △７１７ ９５．２ ７１．５

花

　

き １，７６８ １，５１８ ２，２０３ １，７４０ △４３５ △２２２ ８０．３ ８７．２

合

　

計

野 菜 ７８，２０３ ７４，３９７ ７９，５４９ ８０，０１２ △１，３４６ △５，６１５ ９８．３ ９３．Ｏ

花

　

き １，７６８ １，５１８ ２，２０３ １，７４０ △４３５ △２２２ ８０．３ ８７．２

【事業別交付予約申込数量及び出荷 （単立：野菜 トン

　

花き

　

千本

　

％）

（注） 出荷実績数量は、 事業加入期間の加入団体における出荷規格数量。



品目名

令和４年度 令和３年度 差引 対比
申込数量
①
出荷実績
②
申込数量
③
出荷実績
④
①－③ ②－④ ①／③ ②／④

な

　

が

　

い も １５，５９９ ２０，２７５ １５，９１０ １６，４９３ △３１１ ３，７８２ ９８．Ｏ １２２．９

に

　

ん

　

に く １，９３５ ２，１９５ ２，０３９ １，５９２ △１０４ ６０３ ９４．９ １３７．９

　

ぼ

　

っ ９，３７７ ９，５３１ ８，９９７ ７，８０１ ３８０ １，７３０ １０４．２ １２２．２

だ い

　

こ

　

ん １６，９９０ １３，２６９ １７，５９０ １７，４６０ △６００ △４，１９１ ９６．６ ７６．Ｏ

に

　

ん

　

じ

　

ん １０，５５５ ９，２６９ １０，７７５ １３，４７９ △２２０ △４，２１０ ９８．Ｏ ６８，８

ばれ い しよ ３，２１８ ２，３４１ ３，１２０ ２，９４１ ９８ △６００ １０３．Ｉ ７９，６

ト

　

マ

　　

ト ７，１９１ ６，７５９ ７，６２３ ７，９２６ △４３２ △１，１６７ ９４．３ ８５，３

ピ

　

ー

　

マ

　

ン １，９１５ ２，２３７ １，７０３ ２，００７ ２１２ ２３０ １１２．４ １１１．５

す

　

い

　

か ２，００８ １，２４８ ２，１２５ １，７６５ △１１７ △５１７ ９４．５ ７０，７

メ

　　

ロ

　　

ン ９７０ ７６９ ９７０ １，０４１ Ｏ △２７２ １００．Ｏ ７３．９

キ

　

ャ

　

ベ

　

ツ １，７７５ １，０５７ １，８３５ １，０６１ △６０ △４ ９６．７ ９９．６

ね

　　　　

ぎ ５，０１９ ３，８８３ ５，０５９ ４，７６３ △４０ △８８０ ９９．２ ８１．５

そ

　

の

　

他 １，６５１ １，５６４ １，８０３ １，６８３ △１５２ △１１９ ９１．６ ９２．９

野菜計 ７８，２０３ ７４，３９７ ７９，５４９ ８０，０１２ △１，３４６ △５，６１５ ９８．３ ９３．Ｏ

輪

　

ギ

　

ク １，３９５ １，１７６ １，７８５ １，２８６ △３９０ △１１０ ７８，２ ９１，４

トルコギキョウ ３７３ ３４２ ４１８ ４５４ △４５ △１１２ ８９．２ ７５．３

花き計 １，７６８ １，５１８ ２，２０３ １，７４０ △４３５ △２２２ ８０．３ ８７．２

【主要品目の交付予約申込数量及び出荷実績 （、′立：野菜 トン

　

花き

　

千

（注） 出荷実績数量は、 事業加入期間の加入団体における出荷規格数量。

ウ．資金造成額及び補給金交付実績

　

令和４年度の価格差補給金の交付に必要な資金造成額は、 ５事業合計で
３，５８２，５７３千円 （前年比１０２．０％） となった。

　

補給金については、 総額で１４８，７８１千円 （前年比４０．２％） の交付となり、
主な品目は、 ごぼう１０１，１０４千円、 ながいも３６，５３７千円、 すいか３，５０２円、
にんにく２，４５９千円、 だいこん１，４３２千円、 にんじん１，０４５千円等となった。



【事業別資金造成額及び補給金交付実績】

　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円、％）

事業名
令和４年度 令和３年度 差引 対比

資金ま査成額
①
交計叢耕績毒頚
②
資金造街衣額
③
交計革餅績額
④
①－③ ②－④ ①／③ ②／④

指定野菜 １，７８７，５０１ ６６１ １，７７７，７３６ ２８５，５３３ ９，７６５ △２８４，８７２ １００．５ ０．２

契約指定 ６，６６１ Ｏ １，０６１ Ｏ ５，６００ Ｏ ６２７．８

特定野菜 １，６１４，７１８ １３６，０１５ １，６１７，３５９ ８０，７１６ △２，６４１ ５５，２９９ ９９．８ １６８．５

契約特定 ７１，３６５ １０，４７１ １４，６６５ Ｏ ５６，７００ １０，４７１ ４８６．６

県
単

野 菜 ８０，２１２ １，５３９ ７５，２４９ ３，７１０ ４，９６３ △２，１７１ １０６．６ ４１．５

花

　

き ２２，１１６ ９５ ２５，１５７ ２２９ △３，０４１ △１３４ ８７．９ ４１．６

合
計

野 菜 ３，５６０，４５７ １４８，６８６ ３，４８６，０７０ ３６９，９５９ ７４，３８７ △２２１，２７３ １０２．Ｉ ４０．２

花

　

き ２２，１１６ ９５ ２５，１５７ ２２９ △３，０４１ △１３４ ８７．９ ４１．６

計 ３，５８２，５７３ １４８，７８１ ３，５１１，２２７ ３７０，１８８ ７１，３４６ △２２１，４０７ １０２．Ｏ ４０．２

【主要品目の資金造成額及び補給金交付実績】

　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円、％）

品目名
令和４年度 令和３年度 差引 対比

資金ｉ笥成額
①
交討革鰯績額
②
資金ま笥成額
③
交可能鰯績額
④
①－③ ②－④ ①／③ ②／④

ながいも ７７９，７７０ ３６，５３７ ７６４，７３０ １，７８１ １５，０４０ ３４，７５６ １０２．Ｏ ２，０５１．５

にんにく ３７１，１４０ ２，４５９ ３５７，１３９ Ｏ １４，００１ ２，４５９ １０３．９

ご

　

ぼ

　

う ３３７，４２０ １０１，１０４ ３１０，５７１ ６７，４０１ ２６，８４９ ３３，７０３ １０８．６ １５０．Ｏ

だいこん ３３２，６７９ １，４３２ ３４４，９０９ ５，８５５ △１２，２３０ △４，４２３ ９６．５ ２４．５

に ん じん ３３５，６４４ １，０４５ ３４９，２２６ ２１１，９１３ △１３，５８２ △２１０，８６８ ９６．Ｉ ０．５

ばれいしよ ９０，６７４ ５８ ８３，５３０ １８ ７，１４４ ４０ １０８．６ ３２２．２

ト

　

マ

　

ト ５７６，５３８ ９ ５８２，４６１ ２９，３３９ △５，９２３ △２９，３３０ ９９．Ｏ ０．１

ピー マ

　

ン １５１，７７７ １０３ １２１，６７２ １１，１６４ ３０，１０５ △１１，０６１ １２４．７ ０．９

す

　

い

　

か ４７，２５９ ３，５０２ ４５，２０４ Ｏ ２，０５５ ３，５０２ １０４．５

メ

　

ロ

　

ン ４４，８９５ Ｏ ４１，０２８ Ｏ ３，８６７ Ｏ １０９，４

キ ャ ベ ツ ３６，３８９ ３７６ ３６，９３１ ５８２ △５４２ △２０６ ９８．５ ６４．６

ね

　　　

ぎ ３６３，７３０ ９７１ ３５４，３８３ ３４，９２３ ９，３４７ △３３，９５２ １０２．６ ２．８

そ

　

の

　

他 ９２，５４２ １，０９０ ９４，２８６ ６，９８３ △１，７４４ △５，８９３ ９８．２ １５．６

野菜計 ３，５６０，４５７ １４８，６８６ ３，４８６，０７０ ３６９，９５９ ７４，３８７ △２２１，２７３ １０２．Ｉ ４０．２

輪

　

ギ

　

ク １４，２１２ ９５ １６，５４７ ２２９ △２，３３５ △１３４ ８５．９ ４１．５

トルコギキョウ ７，９０４ Ｏ ８，６１０ Ｏ △７０６ Ｏ ９１．８

花き計 ２２，１１６ ９５ ２５，１５７ ２２９ △３，０４１ △１３４ ８７．９ ４１．６

総

　

計 ３，５８２，５７３ １４８，７８１ ３，５１１，２２７ ３７０，１８８ ７１，３４６ △２２１，４０７ １０２．Ｏ ４０．２



（２）野菜生産出荷安定資金造成円滑化事業

　

指定野菜価格安定対策事業及び契約指定野菜安定供給事業に係る県補助金は、
地方財政法再建促進特別措置法（昭和３０年法律１９５号） の規定により地方

公共団体が機構に対し直接補助できないことから、当協会を経由して納付する
ことになっている。

　

令和４年度における県補助金については令和５年３月３０日に４８，９６２，５００円

を受け入れ、 同額を翌日付けで機構に納付した。

（３） 事業推進会議等の開催

ア． 事業説明会等の開催

　　

野菜・花き価格安定事業の円滑な事業推進を図るため、６月に県・市町村・

　

ＪＡ等関係団体に対する事業説明会を開催し、 事業内容及び事務処理手順

等の周知徹底に努めた。

　

また、 ＪＡ等へ出向き、 個別に会議や打合せを積極的に実施することで、
事務の円滑化等に努めた。

イ． ヒアリングの実施

　

野菜・花き価格安定対策事業を実施するにあたり、 野菜及び花きを消費
地に安定的に供給することを前提として令和５年度の供給計画の確認と適
正な交付予約数量を確保するため、令和４年１０月１８日から２５日の間
で６日間にわたり、県及びＪＡ全農あおもりと連携し、全ＪＡ等を対象と

　

した野菜・花きの生産計画・供給計画等のヒアリングを行った。

（４）大規模契約栽培産地育成強化支援事業

　

主に加工・業務用野菜生産農家の経営安定と所得確保及び消費者への野菜の
安定供給確保について、機械化の推進などの生産・流通の構造改革の取組み、
土壌改良などの作柄安定のための取組みに対して補助金を交付する事業の効
率的かつ円滑な実施を図るための支援事業となっている。

　

県内生産者からの応募取りまとめのほか、４年目の取組み中であるＩＪＡの

夏秋キャベツ１品目について、実施状況の確認、実績の確認作業等の業務に係

る事務を機構から受託し実施した。

（５）産地情報調査員設置事業

　

機構からの委託を受け、野菜における産地調整や市場隔離等の出荷調整対策
が円滑に実施されることを目的に、県段階の生産出荷動向等の情報収集を行う

ため産地情報調査員を設置する事業である。

　

機構から指定された春夏にんじん、夏だいこんの２品目・２産地について生

産出荷動向等の調査を実施し、報告を行った。



２． 果樹振興に関する事業

′

　

国の果樹農業基本方針に即した「果樹農業生産力増強総合対策」として、 「果

樹経営支援対策事業」 「果樹未収益期間支援事業」等で８５３，９９１千円の補助金
を交付した。

　

なお、 「青森県りんご緊急需給調整対策事業」は、在庫数量が補てん金交付基

準に該当しなかったことから事業の発動がなかった。

　

（１） 果樹経営支援に関する事業

　　

果樹農家の経営を強化し、安定的な出荷・供給を図るための取組みや自然災

　

害発生時の営農活動継続のための取組みに要する経費に対して補助金等を交

　

付する以下の事業を実施するとともに、補助金等の交付を適切に行うための事

　

業説明会を開催した。

　

ア．果樹経営支援対策事業及び果樹未収益期間支援事業

　　　

りんご等の果樹について競争力の高い産地を育成するため、 産地自らが

　　

策定した産地計画に基づき、当該産地計画に位置付けられている生産者が行

　　

う優良な品目・品種への転換、小規模園地整備やその他経営基盤を強化する

　　

取組みに要する経費及び改植実施後に経済的価値のある水準の収量が得られ

　　　

るまでの未収益期間等に要する経費について、 補助金を交付した。

　　　

本年度は、 「整備事業」 及び 「先導事業」 では県内１４５．３ｈａの園地で、 優

　　

良品目・品種への転換としての改植・新植、小規模園地整備、放任園発生防

　　

止対策、 防霜・防風設備の設置を実施し、 事業費３９５，３９０千円に対し補助金

　　

３２８，６９０千円となった。

　　　

また、 「未収益支援事業」 については、 事業費２０１，９４５千円に対し補助金

　　

２００，７９１千円となった。

　　　

なお、 令和４年８月 ３日からの大雨の影響により被災した産地の継続・再

　　

生を目的とした「大雨対応果樹産地緊急支援事業」が災害対策事業として実

　　

施することになり、 事業費２７４，２２９千円に対し補助金２７２，９８２千円となった。

　　　

補助金交付額の内訳は、整備事業及び先導事業並びに未収益支援事業が

　　

５２９，４８１千円、 災害対策事業が２７２，９８２千円、 合計８０２，４６３千円の交付となっ

　　

た。



【果樹経営支援対策事業及び果樹未収益期間支援事業総括表

　

（単位：ｈａ、千円）
区分 事業内容 園地数 面積 事業費 補助金

令和
３年度
事業分

１ 整備事業 ６９７ １２９．Ｏ ３５８，４１１ ３１０，３３６

（１） 改植 ４４８ ６５，Ｉ １８５，９７５ １８４，７９４

（２） 新植 １４２ ２６．７ ７２，３９３ ７１，７６７

（３） 園内道整備 ８ ３．６ ５，８０６ ２，９０３

（４） 傾斜緩和 １２ ３．２ ２０，８０６ １０，１２０

（５） 土壌土層改良 ４ ０．６ ２，９９４ １，４９７

（６） 排水路整備 １８ ６．６ １３，３１０ ６，６３２

（７） 放任園発生防止対策 ３８ １０，３ ８，２３２ ８，２３２

（８）用水かん水設備 ４ ３．９ ５，６２６ ２，８１３

（９） 防霜設備 ４ ２，２ １０，９２３ ５，４６２

（１０） 防風設備 １９ ６，８ ３２，３４６ １６，１１６

２

　

未収益支援事業 ５９１ ９１．８ ２０１，９４５ ２００，７９１

合

　　

計 ５６０，３５６ ５１１，１２７

令和
４年度
事業分

１

　

先導事業 ２７ １６．３ ３６，９７９ １８，３５４

（１） 改植
（２） 新植
（３） 園内道整備 １１ ８．６ １４，７８３ ７，３９１

（４）傾斜緩和
（５） 土壌土層改良
（６） 排水路整備 ５ ２，３ ４，３２３ ２，１６２

（７） 放任園発生防止対策
（８）用水かん水設備 ２ ０，６ ２，９１０ １，４５５

（９） 防霜設備 Ｉ ０，３ １，９０１ ９５０

（１０） 防風設備 ８ ４，５ １３，０６２ ６，３９６

２

　

未収益支援事業

合

　　

計 ３６，９７９ １８，３５４

合

　

計

１

　

整備事業・先導事業 ７２４ １４５．３ ３９５，３９０ ３２８，６９０

（１） 改植 ４４８ ６５，Ｉ １８５，９７５ １８４，７９４

（２） 新植 １４２ ２６，７ ７２，３９３ ７１，７６７

（３） 園内道整備 １９ １２．２ ２０，５８９ １０，２９４

（４） 傾斜緩和 １２ ３．２ ２０，８０６ １０，１２０

（５） 土壌土層改良 ４ ０．６ ２，９９４ １，４９７

（６） 排水路整備 ２３ ８．９ １７，６３３ ８，７９４

（７） 放任園発生防止対策 ３８ １０．３ ８，２３２ ８，２３２

（８）用水かん水設備 ６ ４，５ ８，５３６ ４，２６８

（９） 防霜設備 ５ ２，５ １２，８２４ ６，４１２

（１０） 防風設備 ２７ １１．３ ４５，４０８ ２２，５１２

２

　

未収益支援事業 ５９１ ９１．８ ２０１，９４５ ２００，７９１

合

　　

計 ５９７，３３５ ５２９，４８１

【大雨対応果樹産地緊急支援事業総括表】

　　　　　　　　　　

（単位：ｈａ、千円）
事業内容 人数 園地数 面積 事業費 補助金

（１） 樹勢回復等 １，０３１ ３２０，Ｏ ２２７，１７６ ２２６，１９６

（２） 堆積土砂の影響防止 ６７０ ２０４．５ ４７，０５３ ４６，７８６

合

　　

計 ４８４ １，７０１ ５２４．５ ２７４，２２９ ２７２，９８２



イ．果樹経営支援対策推進事業

　

大苗育苗ほの設置

　

公益財団法人青森県りんご協会が低生産園の改善や品種構成の見直し等

　

を目的に、優良で安価な大苗を育苗し、かつ生産者に対し安定的に供給する
ために要した経費の一部に対して補助金を交付した。

（単位：本、戸、 千円）

内

　

容 本

　

数 配布戸数 事業費 補助金額

りんごの大苗 ８，０００ １３２ １６，１８９ ７，４３３

ウ．未来型果樹農業等推進条件整備事業

　

労働生産性を抜本的に高めたモデル産地を育成するため、水田への果樹の

新植や中山間地等の既存産地の基盤整備後の改植を通じて、まとまった面積

で省力樹形・機械作業体系を導入する場合に、早期成園化や成園化までの経

営継続・発展等に係る取組みを総合的に支援する事業となっている。

　

本年度は、ジャパンアップル株式会社が大規模なりんご超高密植栽培園地

を導入する２年目の取組みに要した経費の一部に対して補助金を交付した。
（単位：ｈａ、 千円）

区

　　

分 受益面積 事業費 補助金額
りんご超高密植栽培の新植 ４，９ ３４，７０６ ３１，５５１

果樹未収益期間支援 ４，９ １０，７５４ ９，７７６

機械リース導入 ６，９０２ ２，７６８

合

　

計 ５２，３６２ ４４，０９５

エ． 新技術・新需要対応力強化対策事業

　

（ァ） 果樹生産性向上モデル確立推進事業

　　

農地中間管理機構を活用して園地集積し、産地の構造改革を進める「農

　

地中間管理機構モデル地区」 となっている生産出荷団体が取組む省力化・

　

低コスト化技術を活用した生産技術体系の構築のための実証や普及等に要

　

する経費について補助する事業となっているが、本年度は実施されなかっ

　

た。

（ィ） 新品目・新品種導入実証等事業

　　

醸造用ぶどう等の新たなニーズや、温暖化の影響による栽培適地の変化

　

等に対応するための検討会の開催、適地条件調査、実証ほの設置等に要す

　

る経費について補助する事業となっているが、本年度は実施されなかった。

オ．果樹優良苗木・花粉安定確保対策事業

　

（ァ） 優良苗木生産推進事業

　　

省力樹形の導入等に必要となる苗木の安定生産に向け、産地と苗木業者

　

等が連携した新たな苗木生産体制の構築、台木及び苗木の生産に必要なほ



場の借り上げ賃、かん水施設等の設置に要する経費について補助する事業
となっているが、 本年度は実施されなかった。

（ィ）花粉専用園地育成推進事業

　

海外からの輸入花粉に依存している品目について、国内での花粉の安定
生産・供給を図るために、花粉専用樹への改植・新植や、機材のリース導
入等に要する経費について補助する事業となっているが、本年度は実施さ
れなかった。

（２） 果実の流通・加工に関する事業

ア．果実加工需要対応産地強化事業

　　

加工原料用果実の供給の安定化等を図るため、加工流通対策の取組みに要

　

する経費を支援する事業となっている。

　

（ァ） 国産果実競争力強化事業

　　　

果汁製品の高品質化設備、長期保存施設等の導入及び新商品開発に要す

　　

る経費等を定率で補助する事業となっているが、本年度は実施されなかっ

　　

た。

　

（ィ）加工・業務用果実安定供給連携体制構築事業

　　　

高品質果汁の生産及び大規模流通・販売を図るため生産出荷団体が果実

　　

加工業者と契約取引及び等級別取引価格の設定を行う取組みや、加工原料

　　

果実が安定供給されるよう作柄安定技術や省力化技術の実証の取組みに

　　

要する経費等を補助する事業となっているが、本年度は実施されなかった。

イ．果実輸送技術実証支援事業

　

海外へ海上輸送体制を確立するため、リーファーコンテナ（冷凍・冷蔵機

　

が設置されたコンテナ） の効率的な活用や長時間輸送に適した鮮度保持技
術・輸送資材の開発・実証に対して補助する事業となっているが、本年度は
実施されなかった。

ウ．果汁特別調整保管等対策事業

　

国及び県が策定した適正生産出荷見通し後に天候が大きく変化したこと
等により、適正出荷量を上回る場合又は全国的に品質の低下等により生食用

　

に適さない果実が大量に発生した場合に、指定果実出荷事業及び農林水産省
生産局長が認めた果実加工業者が行う当該果実製品の調整保管又は産地廃棄

　

を行う場合の掛まし経費の一部を補助金として交付する事業となっている。
本年度は大きな品質低下等がなかったことから、 事業は実施されなかった。

エ．自然災害被害果実加工利用促進等対策事業

　　

りんごが台風、降置等の自然災害等により大量に被害を受けた場合、りん

　

ご生産出荷団体、果実加工業者その他農林水産省生産局長が認めた団体が行

　

う被害果実の加工用への利用促進と区分流通又は被害果実及び果実製品の



利用の促進に要する経費について、当該りんご生産出荷団体、果実加工業者
等に対して補給金を交付する事業となっているが、本年度は実施されなかっ
た。

オ． 青森県りんご緊急需給調整対策事業 （県単）

　　

２月～３月にかけて、りんごの価格が著しく低落した場合に、需給及び価

格の安定を図るため、県、全農、りんご商協連その他関係団体で組織する「り
んご緊急需給調整検討委員会」をこおいて市場隔離が決定された場合、あらか

　

じめ出荷団体と締結した契約に基づき、市場出荷用として集荷したりんごの
一部を加工原料用又は輸出用に仕向ける措置に要した掛かり増し経費の－
部を助成する事業となっているが、本年度は事業発動要件である１２月末時
の在庫数量が補てん金交付基準に該当しなかったため事業の発動は見送ら
れた。

（単位：トン、 千円）

対象数量力咽鞭 搬縞 補てん額 返戻額 造成額 当期末残高
５，５００ ２団体 １１０，０００ Ｏ Ｏ Ｏ １１０，０００

力．果実需給安定推進事業

　

果実の需給安定に資するため、青森県果実生産出荷安定協議会が行う指導
事業等に要した経費の一部として交付する事業となっているが、本年度は新
型コロナウイルスの影響により実施されなかった。

（３） 全国果樹技術・経営コンクールへの参加

　

全国果樹技術・経営コンク←ル（公益財団法人中央果実協会等果樹関係５団
体の主催）は果樹農業について、低コスト・省力化・品質向上・新品種の導入
との技術面や、労働力の確保、経営規模の拡大、販売戦略の構築等の経営改善
等の先進的な事例を幅広く収集し、優れた果樹農家を顕彰し、その事例を広く
紹介することにより果樹農業の発展に資することを目的としている。

　

第２４回目となる本年度は全国から１４点の応募があり、本県からは平川市
の長尾博人・郁子夫妻を推薦した。

　

その結果、りんご栽培を平場へ移行し経営面積の大半をわい化栽培及び超高
密植栽培として、効率化、単収増加、優れた勢定技術での食味向上の取組みや、
地域のりんご生産に大きく貢献していることなどが評価され、 農林水産大臣
賞を受賞し、 本県として２年連続の第一席の受賞となった。

（４） 果実事業推進会議等の開催

　

果樹農業生産力増強総合対策を円滑に進めるため、６月に県・市町村・

　

ＪＡ等の関係団体を対象とした事業説明会を開催し、事業内容の周知と事務処
理の迅速化・適正化等に努めた。



３． 広報活動

　

事業のパンフレットを作成し県内生産者等へ配布することで事業への加入促
進及び周知を図るとともに、ホームページを活用し、法人としての情報開示と会

員に対する情報提供等を行った。


